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S=1:500平　面　図

工事名

図面名

縮尺

事業者名

1:500 1

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

施工延長　L=438.3m

施工延長　L=438.3m

NO.7

平面図

N=1

落下物防止柵(H=1.20
m)　L=77.90

m

落下物防止柵(H=1.20
m) L=72

.20m

目隠板 L=114.01m

目隠板　L=112.74m

落下物防止柵(H=1.
20m) L

=74.57
m

交通遮断機

ブリンカーライト

落下物防止柵(H=1.2
0m) L=

69.02m

ブリンカーライト



（割付図 北行き）
割付進行方向

A1 Ｐ１ Ｐ２

（割付図 南行き）
割付進行方向

A1 Ｐ１ Ｐ２

S=1:200目隠板割付図

目隠し板割付図

工事名

図面名

縮尺

事業者名

1:200 2

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

目隠板 標準部

目隠板
目隠板 標準部(H=1.20m)　L=15035

415
1340

54@2000=108000 1345
995
1055

415 55@2000=110000 1035
995

945

49035【2次施工】 64975【1次施工】

アンカーボルト配置

アンカーボルト配置

(すり付け部)L=4000

目隠板
(すり付け部)L=4000

目隠板 標準部(H=2.20m)　L=22@2000=44000 目隠板 標準部(H=2.20m)　L=22@2000=44000

目隠板 標準部(H=1.20m)　L=110685 目隠板 伸縮部

112735【1次施工】

(H=1.20m)1箇所

(H=1.20m)L=1035

目隠板 伸縮部

(H=1.20m)1箇所

114010

1035



A  矢 視 図

4-26×36

正 面

φ6

落下防止ワイヤー

M12×30

（強度区分 4.8）

2000 2000

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

正 面

A A

(設置済)

パネル固定バネ

t1.6

割付基準位置

伸縮部支柱上面納まり詳細図 S=1:10

連 結 部

V-SP（特）

支　柱　図 S=1:10

1915 143819151337

伸 縮 部

（150mm伸縮用）

反射体（片面）

φ41.3

B B

φ6

落下防止ワイヤー

M12×30

（強度区分 4.8）

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

正 面

(設置済)

パネル固定バネ

t1.6

割付基準位置

V-SP（特）

支　柱　図 S=1:10

反射体（片面）

φ41.3

B  矢 視 図

4-26×36

正 面

M12x100

（強度区分 4.8）

ア

ア部詳細図

エッジカバー

スカート t1.6

（ビス止め）

バネ材

15

1

6

5

4

6

5

18

19

16

17

20

（SUS）

M8×30

（SUS）

M8×30

20

＊　投物防止パネル枠は、ＪＩＳ Ｈ ４１００アルミニウム

合金押出形材（A6063S-T5及びA6005CS-T5）＋

＊　スカートは、JIS G 3302亜鉛めっき鋼板（SGH400：Z27）

＋静電粉体塗装（平均５０μｍ以上）とする。

＊　取付ボルト類は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

＊　ポリカーボネイト板は、ＪＩＳ Ｋ ６７３５に基づく

＊　パネル固定バネは、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

ＪＩＳ　Ｈ８６４１　２種　ＨＤＺ５５仕上げとする。

特　記　仕　様 
＊　支柱は、溶融亜鉛めっき

（ただし、ステンレスを除く。）

JIS H 8602 アルマイト処理とする。

　　ポリカーボネイト樹脂材＋両面耐候処理とする。

＊　落下防止ワイヤーは、ＪＩＳ Ｇ ３５２５に基づく

より数6×7（線径φ4）＋ナイロン樹脂被覆仕上げとする。

C  矢 視 図

4-26×36

正 面

C C

隙間ふさぎ板

ビス穴φ6

吊り穴φ6

ブラインドリベット 62

（スリーブ径 4.8mm ）

ｔ0.6 Z22

両面テープ付き

（No.5015）

構造図（その１）

端 末 部

1250

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

(設置済)

割付基準位置

D-D 矢 視 図

DD

t1.6

小口蓋

（強度区分4.6）

M8×30

正 面

13

14

14

14

スカート支             柱 

H-180×125×4.5×4.5×4.5

投物防止パネル枠 エッジカバー

ポリカーボネイト板

t5

正面展開図 S=1:30

20002000

2

t1.6

1

3

部材数量表 V-SP（特） 20 m当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 (kg/単位) 質量(kg) 材質

支  柱 Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×1245 本 10 25.10 251.00 SS400

投物防止パネル 962×60×1960 枚 10 21.20 212.00
ポリカーボネイト

スカート t1.6×1855（エッジカバー付） 枚 10 9.00 90.00 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×3000 本 10 0.25 2.50 -

パネル固定バネ - 個 20 0.17 3.40 SUP6

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 10 0.07 0.70 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 20 0.07 1.40 A2-50

20.000 m当り 合計重量 561.00 kg

部材数量表 V-SP（特） 伸縮部 1.915 m当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 質量(kg) 材質

伸縮支柱 Ｈ190×460×4.5×4.5×4.5×1245 本 1 59.20 59.20 SS400

支  柱（WB） Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×1245 本 1 30.42 30.42 SS400

投物防止パネル 962×60×1810 枚 1 20.20 20.20

スカート t1.6×1790（エッジカバー付） 枚 1 8.70 8.70 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×3300 本 1 0.33 0.33 -

パネル固定バネ - 個 2 0.17 0.34 SUP6

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 1 0.07 0.07 強度区分 4.8

取付ボルト M12×100　BTx1,Nx1,Wx2,SWx2 セット 2 0.10 0.20 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 2 0.07 0.14 A2-50

1.915 m当り 合計重量 119.60 kg

A6005CS-T5他

ポリカーボネイト

A6005CS-T5他

単位質量

(kg/単位)

単位質量

構造図（その１）

工事名

図面名

縮尺

事業者名

図示 3

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他
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φ6

落下防止ワイヤー

パネル固定バネ

t1.6

M12×30

（強度区分 4.8）

2000 2000

割付基準位置

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

正 面

(設置済)

連 結 部

V-SPP（特）

支　柱　図 S=1:10

2100 124021001200

A  矢 視 図

4-26×36

正 面

A A

伸縮部支柱上面納まり詳細図 S=1:10

伸 縮 部

（150mm伸縮用）

反射体（片面）

φ41.3

B B

B  矢 視 図

正 面

M12x100

（強度区分 4.8）

ア

ア部詳細図

エッジカバー

スカート t1.6

（ビス止め）

バネ材

φ6

落下防止ワイヤー

パネル固定バネ

t1.6

M12×30

（強度区分 4.8）

割付基準位置

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

正 面

(設置済)

反射体（片面）

φ41.3
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（SUS）

M8×30
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（SUS）
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4-26×36

C  矢 視 図

4-26×36

正 面

C C

隙間ふさぎ板

ビス穴φ6

吊り穴φ6

ブラインドリベット 62

（スリーブ径 4.8mm ）

ｔ0.6 Z22

両面テープ付き

（No.5015）

＊　投物防止パネル枠は、ＪＩＳ Ｈ ４１００アルミニウム

合金押出形材（A6063S-T5及びA6005CS-T5）＋

＊　スカートは、JIS G 3302亜鉛めっき鋼板（SGH400：Z27）

＋静電粉体塗装（平均５０μｍ以上）とする。

＊　取付ボルト類は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

＊　ポリカーボネイト板は、ＪＩＳ Ｋ ６７３５に基づく

＊　パネル固定バネは、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

ＪＩＳ　Ｈ８６４１　２種　ＨＤＺ５５仕上げとする。

特　記　仕　様 
＊　支柱は、溶融亜鉛めっき

（ただし、ステンレスを除く。）

JIS H 8602 アルマイト処理とする。

　　ポリカーボネイト樹脂材＋両面耐候処理とする。

＊　落下防止ワイヤーは、ＪＩＳ Ｇ ３５２５に基づく

より数6×7（線径φ4）＋ナイロン樹脂被覆仕上げとする。

構造図（その２）

構造図（その２）

工事名

図面名

縮尺

事業者名

図示 4

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

スカート支             柱 

H-180×125×4.5×4.5×4.5

投物防止パネル枠 エッジカバー

ポリカーボネイト板

t5

2000

正面展開図 S=1:30

3

2

1

2

2000

t1.6

部材数量表 V-SPP（特） 20 m当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 質量(kg) 材質

支  柱 Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×2245 本 10 37.30 373.00 SS400

投物防止パネル 980×60×1960 枚 20 21.60 432.00

スカート t1.6×1855（エッジカバー付） 枚 10 9.00 90.00 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×5000 本 10 0.40 4.00 -

パネル固定バネ - 個 40 0.17 6.80 SUP6

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 10 0.07 0.70 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 20 0.07 1.40 A2-50

20.000 m当り 合計重量 907.90 kg

部材数量表 V-SPP（特） 伸縮部 1ヶ所当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 質量(kg) 材質

伸縮支柱 Ｈ190×460×4.5×4.5×4.5×2245 本 1 126.70 126.70 SS400

支  柱(WB） Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×2245 本 1 42.62 42.62 SS400

投物防止パネル 980×60×1995 枚 2 22.00 44.00

スカート t1.6×1925（エッジカバー付） 枚 1 9.40 9.40 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×5300 本 1 0.45 0.45 -

パネル固定バネ - 個 4 0.17 0.68 SUP6

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 1 0.07 0.07 強度区分 4.8

取付ボルト M12×100　BTx1,Nx1,Wx2,SWx2 セット 4 0.10 0.40 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 2 0.07 0.14 A2-50

2.100 m当り 合計重量 224.45 kg

(kg/単位)

単位質量

(kg/単位)

単位質量

ポリカーボネイト

A6005CS-T5他

ポリカーボネイト

A6005CS-T5他
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2000

φ6

落下防止ワイヤー

パネル固定バネ

t1.6

M12×30

（強度区分 4.8）

2000 2000

割付基準位置

D22(ネジ部：M22)

アンカーボルト

正 面

(設置済)

連 結 部

V-SPP（特）

支　柱　図 S=1:10

A  矢 視 図

4-26×36

正 面

A A

反射体（片面）

φ41.3

20002000

高さすり付け部

6

5

4

（SUS）
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25

＊　投物防止パネル枠は、ＪＩＳ Ｈ ４１００アルミニウム

合金押出形材（A6063S-T5及びA6005CS-T5）＋

＊　スカートは、JIS G 3302亜鉛めっき鋼板（SGH400：Z27）

＋静電粉体塗装（平均５０μｍ以上）とする。

＊　取付ボルト類は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

＊　ポリカーボネイト板は、ＪＩＳ Ｋ ６７３５に基づく

＊　パネル固定バネは、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

ＪＩＳ　Ｈ８６４１　２種　ＨＤＺ５５仕上げとする。

特　記　仕　様 
＊　支柱は、溶融亜鉛めっき

（ただし、ステンレスを除く。）

JIS H 8602 アルマイト処理とする。

　　ポリカーボネイト樹脂材＋両面耐候処理とする。

＊　落下防止ワイヤーは、ＪＩＳ Ｇ ３５２５に基づく

より数6×7（線径φ4）＋ナイロン樹脂被覆仕上げとする。

部材数量表 V-SPP（特） 高さすり付け部 4 m当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 質量(kg) 材質

支  柱(標準） Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×2245 本 1 37.30 37.30 SS400

支  柱(中-1） Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×1756 本 1 30.90 30.90 SS400

支  柱(小-1） Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×1245 本 1 25.12 25.12 SS400

投物防止パネル 980×60×1960 枚 1 21.60 21.60

投物防止パネル 772×60×1960 枚 1 17.60 17.60

投物防止パネル 980-480×60×1960 枚 1 17.20 17.20

投物防止パネル 678-175×60×1960 枚 1 10.80 10.80

スカート t1.6×1855（エッジカバー付） 枚 2 9.00 18.00 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×3000-5000 本 3 0.40 0.12 -

パネル固定バネ t1.5 個 8 0.17 1.36 SUS301-CSP

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 3 0.07 0.21 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 4 0.07 0.28 A2-50

4.000 m当り 合計重量 180.49 kg

(kg/単位)

単位質量

ポリカーボネイト

A6005CS-T5他

ア

ア部詳細図

エッジカバー

スカート t1.6

2000

隙間ふさぎ板

ビス穴φ6

吊り穴φ6

ブラインドリベット 62

（スリーブ径 4.8mm ）

ｔ0.6 Z22

両面テープ付き

（No.5015）

部材数量表 V-SPP（特） 20 m当り

品   名 寸   法 (m/m) 単位 数量 質量(kg) 材質

支  柱 Ｈ180×125×4.5×4.5×4.5×2245 本 10 37.30 373.00 SS400

投物防止パネル 980×60×1960 枚 20 21.60 432.00

スカート t1.6×1855（エッジカバー付） 枚 10 9.00 90.00 SGH400(Z27)

落下防止ワイヤー Φ6×5000 本 10 0.40 4.00 -

パネル固定バネ t1.6 個 40 0.17 6.80 SUP6

取付ボルト M12×30　BTx1,Nx1,Wx2,SWx1 セット 10 0.07 0.70 強度区分 4.8

取付ボルト M8×30　BTx1,クリップNx1,Wx1 セット 20 0.07 1.40 A2-50

20.000 m当り 合計重量 907.90 kg

(kg/単位)

単位質量

ポリカーボネイト

A6005CS-T5他

構造図（その３）

構造図（その３）

工事名

図面名

縮尺

事業者名

図示 5

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

スカート 支             柱 

H-180×125×4.5×4.5×4.5

投物防止パネル枠エッジカバー

ポリカーボネイト板

t5

2000

正面展開図 S=1:30

ポリカーボネイト板

t5

2000

ポリカーボネイト板

t5

支             柱 
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2000
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ベ－スプレ－ト取付図 Ｓ＝１／１０

２

コンクリ－ト強度
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１７

１６

構造図（その４）

工事名

図面名

縮尺

事業者名

図示 6

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

構造図（その４）

外側
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落下物防止柵　Ｈ１２００

（ベ－スプレ－ト付）＜後打ちアンカ－＞ Ｓ＝１／２０

注記

１．胴縁継手位置はスパン中央部を避けてできるかぎり支柱付近とする。

２．本柵施工に際し、内・外両側作業が可能であることを条件とする。

３．ベ－スプレ－ト設置面に勾配がある場合は現地実測を要す。

４．ベ－スプレ－トの穴径は本図で施工上支障ないか事前に確認を要す。

設計荷重・・・道路橋示方書・同解説に基づく風荷重（角形断面の場合

　　　　　　　３．０ｋＮ／ｍ［３００ｋｇ／ｍ　］，円形断面の場合

　　　　　　　１．５ｋＮ／ｍ［１５０ｋｇ／ｍ　］）に依る。

設計条件

２

２

２

２

符号

１

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４ａ

材料表

名　　　　称

中　間　支　柱

胴　　　　　縁

胴縁取付Ｕボルト

金網取付バンド

ボルト・ナット

金網止め金具

ボルト・ナット

菱　形　金　網

横　力　骨　線

縦　力　骨　線

胴　縁　継　手

ボルト・ナット

キ　ャ　ッ　プ

規　　　格

φ６０．５×２．３

φ３４．０×２．３

Ｍ８

ｔ＝２．３

Ｍ８×３０

ｔ＝２．３

Ｍ８×９０

φ２．６×２５ｍｍ

φ４．０

φ５．０

φ２７．２×２．３

Ｍ８×５０

ｔ＝２．３

材　　質

ＳＴＫ４００

〃

Ａ２－５０

ＳＳ４００

Ａ２－５０

ＳＳ４００

Ａ２－５０

Ｚ－ＧＳ７

ＳＷＭＧＳ－７

〃

ＳＴＫ４００

Ａ２－５０

ＳＰＨＣ

外　　装

ＨＤＺ４０

〃

ＨＤＺ３５

ＨＤＺ３５

ＪＩＳに依る

〃

〃

ＨＤＺ３５

ＨＤＺ３５

備　　考

Ａ＝４．２０５ｃｍ

Ｚ＝５．９０ｃｍ

Ａ＝２．２９１ｃｍ

Ｚ＝１．７０ｃｍ

２

２

３

３

落下物防止柵　Ｈ１２００（ベ－スプレ－ト付）　　＜後打ちアンカ-＞
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１８

１９

取付アンカ－ボルト

胴縁自在取付金具
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２０ 〃 Ｍ１０×６０　 〃〃

ベ－スプレ－ト ＳＳ４００ ＨＤＺ４０ 支柱に溶接

［一般部］

５．配置スパン寸法、コ－ナ－角度及び勾配角度は現地実測に依り決定とする。

〃 〃〃１ａ 特殊袖付支柱

１５ 自　由　金　具 〃 ＳＴＫ４００ 〃

Ｗ、Ｕナット付

Ｗ２枚付、ナットはＵナット

Ｗ２枚付、ナットはＵナット
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遮断機 位置図 S=1:100

遮断機 位置図

1:100
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図面名

縮尺

事業者名
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路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

G.L.G.L.

ブリンカーライト（参考図）

S=1:20

標識

ブリンカーライト

交通遮断機

本線中心線

Bランプ中心線

側道中心線



平 面 図 側 面 図

正 面 図

遮断機 平面展開図
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B　LANP
NO.18+4.00
FH=1.222

DL=0.00

300x300x400 500x500x800

500x500x800

500x500x800

300x300x400

暫定時側道幅員構成

遮断機 平面展開図

S=1:30

2.000%

1:30
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遮断機 構造図
(SG-3型,基礎タイプ)

もしくは、コア抜き設置

(弦長40ｍｍ)

施工済み

正 面 図 S=1:20

※5mを超えるのもは、差込み式とします。(1)アルミポール詳細図 S=1:20

GL

通行止

反射シート（赤・白）

【連結金具】

500x500x800

※ポールに保安灯等を設置する場合は再度基礎の計算をすること。 (2)本体支柱 S=1:10 (3)受け支柱 S=1:10

※(　　)内寸法は通行遮断時用の受け支柱寸法

※本支・受け支柱は防食性を考慮し、ステンレス仕様とする。

※外観露出部はウレタン塗装とする。

-特記-

※本支・受け支柱の位置・高さは現況を考慮し、協議の上決定すること。

※遮断時受け支柱は基礎設置、収納時受け支柱はコア抜き設置とする。

GL

（南京錠も使用可）

45°ピッチで遮断可能

φ114.3xt4

遮断機 構造図

図示
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図面名
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路線名等

工事箇所
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図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他

(弦長40ｍｍ)

施工済み

反射シート（黄・黒）
300x300x400
最低根入れ(L=150)

S=1:10

通行止

【表面】

【裏面】

(4)φ600標識板（高輝度反射）

基礎ブロック300x300x400

ダイヤル式南京錠
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ａ部詳細図　S=1:1

(蝶番取付図)

ｂ部詳細図　S=1:1

(ｷｬｯﾁｸﾘｯﾌﾟ取付図)

※製作の都合により内容を変更する場合があります

258 ｽﾃﾝﾚｽｷｬｯﾁｸﾘｯﾌﾟ

(ﾀｷｹﾞﾝ:C-1152)

250

蓋AL.t2.0

本体AL.t2.0

2
5

3
6
2

113

100 55

ｂ

ａ

(正面図) (側面図)

2-ｽﾃﾝﾚｽ蝶番

(ﾀｷｹﾞﾝ:B1028-1)

ｱﾙﾐｽﾗｲﾄﾞﾁｬﾝﾈﾙ

取付ﾊﾞﾝﾄﾞ(鉄)

遮断機支柱φ114.3

(背面図)

収納ﾎﾞｯｸｽ　S=1:5

ダイヤル式南京錠(弦長40㎜)

収納ボックス（参考図）
S＝1：5

下穴φ3.5

ﾄﾗｽﾋﾞｽM3×10(UN,W)
SUS

2-ｽﾃﾝﾚｽ蝶番

(ﾀｷｹﾞﾝ:B1028-1)
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下穴φ3.5
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SUS
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ﾄﾗｽﾋﾞｽM4×15(UN,W)

下穴φ4.5

ｽﾃﾝﾚｽｷｬｯﾁｸﾘｯﾌﾟ

(ﾀｷｹﾞﾝ:C-1152)
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下穴φ4.5
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収納ボックス（参考図）

図示

工事名

図面名

縮尺

事業者名

10

路線名等

工事箇所

徳島東環状線

徳島市末広２丁目他

徳島県東部県土整備局<徳島>

図面番号

実施設計図面

橋梁付属物工事
Ｒ７徳環　徳島東環状線　徳・末広２他


